
2022 年４月開校 下田市立下田中学校「校章」市民投票(案) 

R2.12.21 第 13 回下田市立学校統合準備委員会 

2022 年４月に下田市内４つの中学校（稲梓中学校、稲生沢中学校、下田東中学校、下田中学校）が統

合し、新たに「下田中学校」としてスタートします。生徒一人ひとりが下田市に誇りを持つとともに、

未来の下田を担う人材の育成を目指し、また地域から愛され親しまれる中学校になることを願い、「下田

中学校」にふさわしいシンボルとなる「校章」の市民投票を実施します。 

投 票 要 項 

内 容 2022 年４月に開校する「下田市立下田中学校」の校章案の投票 

期 間 令和３年２月１日(月)～令和３年２月 26 日(金)  

資 格 ①下田市民 ②下田市立小中学校児童生徒 ③下田市立小中学校教職員 

投 票 方 法 等 

区  分 内  容 

共  通 
投票用紙は記名式（１人１票）とし、投票用紙以外の投票は無効。 

投票する校章１つに○印を記入し、複数投票は無効。 

①下田市民 

投票要項及び投票用紙は、広報しもだ２月号に掲載、各戸配付すると

ともに以下の投票用紙回収箱設置場所に設置します。 

市ホームページでも投票要項及び投票用紙をダウンロードできます。 

【投票方法】 

１ 教育委員会のほか、以下の投票用紙回収箱設置場所で投票。 

２ 教育委員会学校教育課メールアドレスに投票用紙データを添付し

送信。 

３ 教育委員会学校教育課「新中学校校章投票係」宛てに投票用紙を

郵送（締切日消印有効）。 

②児童生徒 

③教 職 員  

各学校で投票要項及び投票用紙を配付・回収します。児童生徒は先生

から十分な説明を受けて、投票用紙を記入し、先生に提出すること。 

投票用紙回収箱 

設 置 場 所 

・下田市役所       ・下田市教育委員会     ・下田市民文化会館 

・下田市立小中学校    ・下田市立幼保こども園   ・市内郵便局 

校章選考方法等 

静岡大学教育学部協力のもと、下田市立学校統合準備委員会が市民投票結果を参考

に選考し、下田市教育委員会へ答申、下田市教育委員会の承認をもって最終決定と

なります。 

問 合 せ 先 

下田市立学校統合準備委員会 

（事務局：下田市教育委員会 学校教育課 学校教育係） 

〒415-0024 静岡県下田市四丁目６番 16号 電話：0558-23-3929 

メールアドレス：s-kyoui@city.shimoda.shizuoka.jp 

 

 

 

 

資料１-２ 
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2022 年４月開校 下田市立下田中学校「校章」投票用紙(案) 

区 分 
① 下田市民  ② 下田市立小中学校児童生徒 

③ 下田市立小中学校教職員 
区分番号 
記入欄 

 

 

氏 名 

(ふりがな) 

 

 

【以下の①から④の中から投票する校章案の○印記入欄に○を１つ記入してください。】 

① 

 

記入欄 

② 

 

記入欄 

  

下田の紫陽花と下田の空と海をモチーフにしたデザイン 

 中心の四角は紫陽花の花であり新中学校の核を意味して

いる。中心からひらく４枚の形は紫陽花のがくを表し、新

中学校に集まる既存４中学校を表現している。 

がくの中は、下田の青い空と豊かな海を表し、右から力

強い波、下田湾、穏やかな波と３つの異なる海の表情や特

徴を表現している。 

紫陽花、力強い波がデザインされており、中心に描かれ

た中の字は、未来に向かって力強く進む黒船を彷彿とさせ

るデザインとなっている。 

既存４中学校校章の要素を組み合わせたデザイン 

中心に描かれた３枚の葉は、稲梓中学校の校章に描か

れている梓の葉を、上部に描かれた稲は、稲生沢中学校

の校章に描かれている稲穂の形を用いている。 

円の左右から上に向かって波打つ６つの形は、下田東

中学校の６地区を表す形を、二重の円は下田中学校の校

章の舵輪を用いており、始まりも終わりもなく途切れな

いことを意味している。 

既存４中学校の校章の要素が盛り込まれたデザインと

なっている。 

③ 

 

記入欄 

④ 

 

記入欄 

  

Shimoda の S と市の木 大島桜をモチーフにしたデザイン 

４つの波頭は、統合する４中学校、開港の歴史、港、山、

いで湯の豊かな自然を表している。 

また、統合する４中学校の歴史や伝統・勉学・スポーツ・

文化も含めている。 

友愛、夢や希望、飛翔、発展といった、明るく活気あふ

れる中学校の輝かしい姿と未来像が期待されている。 

４つの波頭と、下田の S、桜の３つの要素を組み合わせた

デザインとなっている。 

筆記用具、帆、いかりをモチーフにしたデザイン 

六角形の輪郭は鉛筆を、上部には万年筆を描き、学習

のイメージを表している。 

中央には、黒船の帆、いかり、波しぶきを配置し、元

気な港っ子を表している。 

帆の形、中の字は上に広がり発展していくイメージを

表し、７つの水しぶきは既存７小学校の子どもたちを表

している。 

全体的に角ばった形からは、未来に向かって進む船を

イメージさせるデザインとなっている。 
 


